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学校部活動を取り巻く環境と

地域クラブ活動の推進

〜認定制度等含めた新たなガイドラインについて〜
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➢ 地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議
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➢ 兵庫県部活動地域移行推進協議会

➢ 神戸市部活動の地域移行のあり方検討委員会

➢ 沖縄県部活動等の在り方に関する方針検討会議

➢ 沖縄県運動部活動の地域移行に関する検討会

地域移行に関するコーディネーター/アドバイザー

➢ 沖縄県 部活動地域展開 総括コーディネーター

➢ 北海道 部活動の在り方検討支援アドバイザー

➢ 山形県 部活動改革アドバイザー

➢ 徳島県 部活動地域展開推進アドバイザー

➢ 宮崎県 部活動地域展開等支援アドバイザー

➢ 福岡県 地域クラブ活動推進アドバイザー
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部活動地域展開に関する取り組み
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：スポーツ庁運動部活動の地域移行に関する検討会議提言
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部活動地域展開に関する取り組み
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部活動地域展開に関する取り組み
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部活動地域展開に関する取り組み
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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国の取り組み｜研究協力者会議の開催

地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実
行会議の最終とりまとめを踏まえ、部活動の地域展開
及び地域クラブ活動の推進等に関する今後の具体的な
方策等を検討するため、部活動の地域展開・地域クラ
ブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議（以下
「協力者会議」という。）を設置する。

◆ 趣旨 – 設置要項より抜粋 -

令和7年度
部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する

調査研究協力者会議

1. 地域クラブ活動の要件及び認定方法について

2. 地域クラブ活動に係る費用負担の在り方について

3. 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等
に関する総合的なガイドライン

（令和４年12月スポーツ庁・文化庁）の見直しについて

◆ 検討事項

抜粋：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」
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※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラインの概要



13© Sports Data Bank Group

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラインの概要

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラインの概要
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※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラインの概要
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※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラインの概要
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部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン 骨子（案）

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」



20引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラインの概要
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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地域クラブ認定の要件｜認定手続・認定の有効期間

地域クラブ認定プロセス（イメージ）
🞐 認定の申請は、地域クラブ活動の運営団体が各実施主体の申請をとりまとめ

て、市町村等に対し、申請書、活動計画書、規約、誓約書、その他地方公共
団体が必要と認める書類等義以下「申請書等」という。）を提出することに
より行う。

🞐 認定の申請の際に提出を求める誓約書において、地域クラブ活動の実施主
体等が、申請書等に記載した内容に沿って活動を実施すること、申請内容の
うち認定に係る事項に変更が生じた場合は速やかに報告すること、市町村等
からの指導助言等に対して真摯に対応することを誓約する項目を設ける。

🞐 市町村等は、提出された申請書等に基づき、必要に応じてヒアリングや現
地確認等を行いつつ審査を行い、「認定要件」を満たすものと認める場合に
は認定を行う。認定に当たっては、必要に応じて、ガイドラインに基づき設
置した協議会等の意見を聴くことも考えられる。

🞐 なお、 活動の開始に先立って認定を行う必要が生じることも想定されるこ
とから、 申請書等に基づき、 条件付きでの認定(以下「仮認定」という。以
下同じ。)を行い、活動開始期、一定課間内に活動状況の報告書の提出やヒ
アリング、現地確認等により、申請書等に記載された内容が適切に履行され
ていることを確認するなどの対応も可能とする。

🞐 認定の有効課間は、最長３年間（認定の効力の発生日の属する年度

の翌々年度末（認定の有効課間の更新がされた場合にあっては、従前
の認定の有効課間の満了の日の翌日の属する年度の翌々年度末）の範
囲内で、地域の実情に応じて市町村等において設定する。

● 認定手続について

● 認定の有効期間

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第５回配布資料

※上記資料から講演者にて作成
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地域クラブ認定の要件｜「認定要件」の具体的な確認事項

①学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発展させた活動であり、生徒が身近な地域で希望する活動に主体的

に参加できるようにすることで、豊かで幅広い活動機会の保障に寄与するものであること

①-1
生徒の自主的・主体的な参加による活動であり、競技性や成果のみに偏重するのではなく、生徒が継続的にスポー

ツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保し、生涯にわたってスポーツや文化芸術を楽しみ、豊かに関わるために必要な
資質・能力等を学てることを目指した活動であること

①-2
市町村等が定める対象区域内に居住する生徒を主な対象とした活動であること。なお、競技力強化等の観点から広

域から生徒を集めることは認められない。

①-3 選抜等を行わず、参加を希望する生徒を広く受け入れること

②スポーツ庁・文化庁が定めるガイドラインに沿った適切な活動時間や休養日が設定されていること

②-1
生徒の心身の成長に配慮して健康に生活を送れるよう、週当たり2日以上の休養日を設け、1日の活動時間は、長く

とも平日は 2 時間程度、休日は 3 時間程度とし、週当たりの活動時間は 11 時間程度の範囲内とすること。その上で、
できるだけ短時間で合理的かつ効率的・効果的な活動となっていること

②-2
年間の活動計画義活動日、休養日及び参加予定大会の日及等）や毎月の活動計画義活動日時・場所、休養日及び大

会参加
日等）を策定し、公表していること

③活動の維持・運営に必要な範囲で、可能な限り低廉な参加費等が設定されていること

③-1
国が示す参加費等の金額の目安（※）を踏まえつつ、地域の実情や競技種目等の特性等に応じて、地域クラブ活動

を持続的・安定的に運営していくために必要な範囲で、可能な限り低廉な参加費等が設定されていること

（※）現時点では具体的な金額の目安は示しておらず、今期、ガイドライン改訂までに示す予定。

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第５回配布資料
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地域クラブ認定の要件｜「認定要件」の具体的な確認事項

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第５回配布資料

④適切な指導の実施体制が確保されていること

④-1
地域クラブ活動において指導や指導補助、見守り等を行う人材（以下「指導人材」という。）が、暴言・暴力、ハラ

スメント、いじめ、無視等の行為は、許されない行為であることを理解し、自らこうした行為を行わないとともに、参
加生徒同士のこうした行為も許さないことを誓約すること

④-2 市町村等が定める研修を受講し、市町村等に登録された指導人材が活動に携わること

④-3
続的・安定的な活動を確保するとともに、事故や暴力・暴言等の不適切行為を防止する観点から、原則として、複数

の指導人材が活動に携わること

⑤適切な安全確保の体制が確保されていること

⑤-1
生徒の発達段階や健康の状態、気温や湿度、暑さ指数義WBGT）等の環境を考慮のうえ、適切な指導内容や活動時間、

休息時間、水分補給の機会等を設定するとともに、活動場所の管理主体と連携した施設・設備・用具の点検等を行い、
事故防止を徹底すること

⑤-2
市町村等、地域クラブ活動の運営団体・実施主体、活動場所の管理主体等との間で、あらかじめ、事故等が発生した

場合の対応や責任関係等を明確化していること

⑤-3 保護者や関係機関への緊急時の連絡体制の整備等を行い、事故発生時の対応を適切に行うこと

⑤-4 参加者及び指導人材が、自身の怪我等を保障する保険や個人賠償責任保険に加入していること
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地域クラブ認定の要件｜「認定要件」の具体的な確認事項

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第５回配布資料

⑥適切な運営体制が確保されていること

⑥-1

地域クラブ活動の実施主体等（※1）において、少なくとも、次の内容を含む規約等を作成・公表していること。ま
た、関係法令を遵守するとともに、規約等に基づき適切な運営が行われていること（※2）

・ 団体の目的
・ 役員義代表、副代表、会計、監事（※3）の選任・解任に関すること
・ 総会の運営など団体の意思決定に関すること
・ 会員の入退会、参加費等に関すること
・ 予算・決算の審議・承認に関すること

⑥-2 公正かつ適切な会計処理が行われ、透明性を確保するために関係者に対する情報開示が適切に行われていること

⑥-3 営利を主たる目的とせずに運営すること（※4）

⑥-4 大会・コンクールに参加する場合には、その運営に積極的に協力すること

（※1） 運営団体・実施主体を全体として評価し、実質的に適切な運営体制が確保されていれば差し支えない。

（※2） 日本スポーツ協会の総合型地域スポーツクラブ登録制度の登録クラブの場合には、確認事項の一部を満たしていると判断することも考えられ
る。

（※3） 団体の持続的・安定的な運営を確保するとともに、適切なガバナンスを確保する観点から、原則として、代表、副代表、会計及び監事は、互い
に兼ねることはできない。地域の実情等により役員を確保することが困難な場合等の例外的な場合にも、監事は、代表、副代表、会計を兼ねる
ことはできない。

（※4） 地域クラブ活動の実施主体等が、非営利団体義特定非営利活動法人、一般・公益社団法人、一般・公益財団法人など組織構成員に利益を分配し
ない団体）ではなく、個人事業主や株式会社等の場合には、例えば、当該地域クラブ活動に係る収支計画書の提出を求め、参加費等の金額、人

件費、諸謝金の単価等を確認し、営利を主たる目的としたものではないことを確認することが考えられる。なお、市町村等が運営団体・実施主
体となり地域クラブ活動を実施する場合において、市町村等が事業者等に委託して地域クラブ活動を実施する場合は、本確認事項は適用しな
い。
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費用負担｜受益者負担①（基本的な考え方・目安の示し方）

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料
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費用負担｜地域クラブ活動への参加費等について（関連データ）

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料
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運営団体と実施主体等の役割｜「都道府県」と「市区町村」の役割

都道府県 市区町村

広域自治体のリーダー 改革の責任主体

①推進体制の整備及び
全体方針の策定・周知等

②市区町村への
きめ細やかなサポート

③地域展開等に向けた
広域的な基盤づくり

①推進体制の整備及び方針
及び方針の策定・周知等

②地域クラブ活動の認定等

③地域クラブ活動の
円滑な実施に向けた対応

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料より講演者にて作成
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運営団体と実施主体等の役割｜「都道府県」と「市区町村」の役割（たたき台）

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料より講演者にて作成

市区町村 改革の責任主体

①推進体制の整備及び方針の策定・周知

推進体制の整備
推進計画の策定

改革の進捗状況の評価検証
生徒のニーズ把握や

保護者・生徒等への周知・広報

• 関係部署の連携強化
• コーディネーターの配置
• 関係者協議会の開催等

• 市区町村の実態にあわせ
た方針及び推進計画の策
定（ロードマップ作成）

• 計画に対する進捗管理と
評価及び検証の実施

• 市区町村の実態調査
• 生徒等のニーズ調査

• 改革方針・推進計画、状
況等の周知・広報の実施
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運営団体と実施主体等の役割｜「都道府県」と「市区町村」の役割（たたき台）

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料より講演者にて作成

②地域クラブ活動の認定等

地域クラブ活動の認定
（指導者登録等を含む）

地域クラブ活動の活動状況
の把握、支援・指導助言等

生徒・保護者等からの
相談窓口の設置

• 地域クラブ活動の認定
制度の整備と運用

• 地域クラブ活動におけ
る各種要項の策定

• 指導者登録制度の整備
と運用

• 運営団体・実施主体等の
運営状況の把握

• 活動課題に対する支援・
助言

• 生徒・保護者からの相
談窓口の設置（運営団
体・実施主体・指導者
等に対する意見等）

市区町村 改革の責任主体
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運営団体と実施主体等の役割｜「都道府県」と「市区町村」の役割（たたき台）

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料より講演者にて作成

③地域クラブ活動の円滑な実施に向けた対応

指導者/活動場所
移動手段の確保等

学校との連携 多様な財源の確保

• 都道府県の人材バンク
等の活用

• 市区町村内各協会・連
盟、大学等々の連携

• 公共施設利用のルール
整備

• 交通インフラのルール
整備と自転車利用等に
おけるルール整備

• 活動方針・活動状況の
共有

• 学校施設の有効活用(活
用制度の整備 (管理含
む)、システム導入、鍵

等の整備、備品・用具
の利用整備等)

• 教職員の兼職兼業制度
の整備

• 寄附、ふるさと納税な
どの活用

• 関係部署との連携によ
る企業協賛等の確保

• 基金化の整備検討

市区町村 改革の責任主体
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運営団体と実施主体等の役割｜運営団体と実施主体の棲み分け

運営団体／部門 実施主体／部門

各地域クラブ活動を統括する団体 個別の地域クラブ活動を実際に行う団体

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料より講演者にて作成

※一つの団体が「運営団体」と「実施主体」の両者を兼ね備える場合には、団体内の部署・機能として「運営団体」は管理部門、
「実施主体」は実施部門と捉えられる。

運営団体・実施主体の体制等によって、役割分担の在り方は多様であり
柔軟に連携・協力を行うことが重要。

（例）

パターン①・・・運営団体と実施主体を一つの団体が兼ねている場合

パターン②・・・運営団体が運営・管理業務、実施主体が実施業務を担う場合

パターン③・・・運営団体が活動実施に向けた準備まで担う場合

パターン④・・・実施主体が運営・管理業務の一部まで担う場合

※運営団体は各実施主体を統括するとともに運営・管理の中核部分を担うことは共通だが、これらのパターン以外にも多様な分
担の在り方が想定される。
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運営団体と実施主体等の役割｜運営団体と実施主体の棲み分け

パターン① パターン② パターン③ パターン④

運営・管理 • 運営方針、運営計画の策定

運営
団体
＝
実施
主体

運営
団体

運営
団体

運営
団体

• 実施主体の活動状況の確認、指導助言、相談対応

• 運営人材の確保・育成、運営業務の効率化

• 責任主体の明確化、危機管理マニュアル作成

• 保険加入状況や補償内容の確認

• リスク管理等の研修実施

• 収支計画の作成、会計・税務処理、労務管理

実施
主体

• 競技団体等への登録、大会・コンクールへの参加申込

活動実施に
向けた準備

• 活動計画の作成、
活動スケジュールの調整（日時・大会・コンクールへの参加
申込）

実施
主体

• 指導者、活動場所、移動手段、消耗品や備品等の確保

• 学校との連携・情報共有

• 入会手続、会費徴収

活動実施 • 参加者・保護者との連携（活動内容や出欠確認等）

実施
主体

• 安全確保の取組

• ニーズを踏まえた活動の実施

• 体験会の開催

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料より講演者にて作成
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運営団体と実施主体等の役割｜都道府県・市区町村・運営団体・実施主体の連携体制図

引用：スポーツ庁｜「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」第６回配布資料より講演者にて作成
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R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 令和14年度-

国

改革推進期間 改革実行期間（前期） 改革実行期間（後期） 未定

休日の運動部活動から段階的に地域移行
・未着手の地方公共団体は、前期の間に休日の地域展開等に着手
・平日の改革は、中間評価の段階で取組方針を定め改革を推進。

更なる推進

各自治体
（例）

方
針

推進計画・ロードマップ策定 評価・改訂

中学2年 中学2年 中学3年

中学1年 中学1年 中学2年 中学3年

小学6年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年

小学5年 小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年

小学4年 小学4年 小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年

小学3年 小学3年 小学4年 小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年

小学2年 小学2年 小学3年 小学4年 小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年

小学1年 小学1年 小学2年 小学3年 小学4年 小学5年 小学6年 中学1年 中学2年

国の政策と方針及び改革スケジュール

目先の学校内の改革ではなく、
近い将来中学生になる子どもた
ちや保護者、地域を巻き込んだ

『中長期的な視点』が肝要
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地域クラブ活動の展開像（例）

モデルのスキームの整理

運営団体（統括管理団体）

行政/地方自治体

各自治体（庁内連携：教育委員会・首長部局 等）

施設提供等の連携

xxx市立中学校

制度設計・伴走支援

• 市立中学校：10校

• 総生徒数： 2,450人(令和6年年度)

• 部活動数： − − −部活動

• 部員数： − − −人

• 地域指導員数： − − −人

みなし認定地域クラブ

コーディネーター業務の整備

地域クラブの設置体制の整理

地域資源（例）

1. スポーツ協会・文化協会
2. 総合型地域スポーツクラブ
3. 地域人材
4. 地域企業
5. トップスポーツチーム
6. 地域住民（地域ボランティア・

OB・OG等）
7. 保護者

• コーディネーター業務内容の整理と必要

性の検討

地域
クラブ

地域
クラブ

•運営体制整備・ロードマップの作成な

どスキーム構築に向けた伴走支援
•仮想運営団体としての実証対応

主な検討課題（例）

•各施設の使用可能な時間帯を明示（土

日の地域クラブ活動では、原則として
各校の校庭・体育館など従来の活動拠
点をそのまま地域に開放するスキーム

を想定）
•教員の任意関与と兼業の方針を共有
•生徒の募集・導線整理に協力

•施設管理(予約・調整含む)の方法整理

• 実施体制図（スキーム）による方針も含

めたモデルイメージの整理

地域
クラブ

認定地域
クラブ

認定地域
クラブ

•部活動の種目ベースの置き換え型クラブの募集・立ち上げ

•地域クラブの認定窓口対応
•生徒の多様なニーズを踏まえた新たな地域クラブの立ち上げ，運営（公設の場合）
•指導者の募集・登録・研修の実施、生徒の参加登録受付と会費徴収，指導者への報

酬支払いと保険手配，クラブ間の大会・イベント企画運営，相談窓口対応といった
管理業務を一括して担う。

•公共（学校）施設の活用方法を整理

•活動団体の登録・認証制度を整備
•指導者任用と安全基準を明文化
•保護者・教員・生徒・地域への理解促

進 など

•地域移行（地域展開）に関わるステー

クホルダー間の意見交換を継続（現場
の課題の吸い上げ・共有）
•公費負担と受益者負担の制度設計

•教員兼業制度の整備と研修 など

•認定制度に基づいたクラブ運営

•認定期間は最長3年（国指定）

•必要資格や活動方針の明示を徹底

•活動継続率・満足度を評価

地域資源の活用方針（人材確保）

• 市内各種団体との連携及び人材確保等の

スキーム整理（兼職兼業の活用含む）
• 要項等の設置

推進計画・ロードマップの策定等

• 市の方針に基づいた推進計画及びロード

マップの作成（策定）とそれによる学校
等への周知・理解促進

各ステークホルダーの役割と責任の整理

• 市や教育委員会，市内関係者（団体）等

のステークホルダーにおけるそれぞれの
役割と責任を整理

認定地域クラブ

認定地域
クラブ

社会施設・民間施設

• 市立中学校：10校

• 社会施設：XX施設

実施主体（クラブ運営）
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地域展開に向けたステップ（参考）

ステップ１｜調査及び準備

ステップ２｜実証

ステップ３｜その他課題整理

実態調査
・教職員
・生徒
・保護者
・指導団体等

教育委員会内の
方針検討と共通
理解

検討会議設置
（協議会設置）
地域クラブ理念の共有

実証校選定
・学校
・部活動
・新規種目
・新規クラブ

受け皿団体
・体制整備
指導者選定
・要件設定
・確保、研修

地域クラブ各種調整
・活動場所
・鍵の管理、施設調整
・運営管理ツール
・会費徴収 など

保護者説明会
・参加申込
・保険加入

施設管理
・施設有効利用
・鍵の管理
・施設予約
・セキュリティー向上

財源確保
・企業版ふるさと納税
・企業協賛
・受益者負担

・推進計画の策定
・ロードマップの作成
・地域住民への理解促進
・クラブ認証・認定制度
・専門部署の設立

・移動手段の検討
・統括団体の設置や運営
団体の確保
・地域コーディネーター
採用、育成

・評価
・課題整理

地域環境調査
・人口推移
※校区毎の人口推
移含む
※小規模地域は近

隣連携も必要
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民間企業・大学・関係団体等との連携（たたき台）
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民間企業・大学・関係団体等との連携（たたき台）
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民間企業・大学・関係団体等との連携（たたき台）
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み

令和7年度実証事業について
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部活動地域展開に関する取り組み
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令和7年度〜

北谷町

中城村

八重瀬町

人口 中学校数

29,172人

22,823人

33,669人

2校

1校

2校

令和6年度〜

宜野湾市

糸満市

人口 中学校数

100,032人

60,982人

4校

7校

令和５年度〜

宜野座村

南城市

石垣市

人口 中学校数

6,418人

46,996人

49,495人

1校

5校

9校
※R5,6年石垣島ACで実施

沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和７年度

学校数 149校 149校 150校 152校 152校

生徒数 49,716名 49,896名 50,405名 50,384名 50,361名

部活動数 1,453部 1,374部 1,464部 1,475部 1,417部

加入率 56.0％ 53.3％ 50.6％ 50.1％ 48.7％

外部コーチ数 979名 978名 941名 982名 967名

部活動指導員数 52名 71名 122名 142名 160名予定

合同チーム数 20ﾁｰﾑ 25ﾁｰﾑ 28ﾁｰﾑ 39チーム 44チーム

県総体参加
地域スポーツ団体
（県中体連認定R５〜）

ー ー

27団体(夏季総

体)

13団体(地区新

人)

52団体(夏季総

体)

26団体(地区新

人)

104団体
1,148名

(夏季総体)

総合型地域
スポーツクラブ登録数

ー ー
４クラブ
※令和4年度

登録認証制度ｽﾀｰﾄ

５クラブ ６クラブ

※参考文献
・生徒数、学校数：学校基本統計(沖縄県企画部統計課)

・部活動、外部コーチ数：沖縄県中体連「令和７年度 会報」
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2020年から2045年にかけて（0歳～14歳）は10.3％減少する

沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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部活動地域展開に関する取り組み

※参考：沖縄県重点地域シンポジウム・スポーツ庁講演資料より抜粋
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み

方針策定・ロードマップと体制構築について
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み

実証地域でのアンケート結果について
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令和7年度実証事業の進捗状況

実証の取組 概要

計画 ■ 実態調査アンケートの実施

【調査対象】
・生徒（中学校１・2年生）アンケート ・生徒（小学校５・６年生）アンケート

・保護者（中学校１・2年生の）アンケート ・教員（小学校）アンケート
・教員（中学校）アンケート

⚫ 生徒（中学校１〜２年生） ⚫ 保護者（中学校１〜３年生） ⚫ 教員（中学校）

⚫ 実態調査アンケートの実施

学校名 対象者 回答数 回答率

A中学校 560 421 75%

B中学校 433 195 45%

C中学校 373 303 81%

D中学校 619 477 77%

合計 1,985 1,396 74%

別紙｜集計結果参照 別紙｜集計結果参照 別紙｜集計結果参照

• スポーツおよび文化活動の実施状況（学校部
活動含む）

• 学校部活動の意義および課題
• 地域クラブに関する希望
• 地域クラブ移行に関する期待および懸念

など

• スポーツおよび文化活動の実施状況（学校部
活動含む）

• 費用負担（活動費等）の状況
• 学校部活動の意義および課題
• 地域クラブ移行に関する期待および懸念

など

• 学校部活動への負担感
• 学校部活動の意義および課題
• 地域クラブ移行に関する期待および懸念
• 地域クラブでの指導希望

など

学校名 対象者 回答数 回答率

A中学校 560 63 11%

B中学校 433 52 12%

C中学校 373 40 11%

D中学校 619 65 11%

合計 1,985 220 11%

学校名 対象者 回答数 回答率

A中学校 54 29 53%

B中学校 43 34 79%

C中学校 43 22 51%

D中学校 61 23 37%

合計 201 108 54%
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令和7年度実証事業の進捗状況

実証の取組 概要

計画 ■ 実態調査アンケートの実施

【調査対象】
・生徒（中学校１・2年生）アンケート ・生徒（小学校５・６年生）アンケート

・保護者（中学校１・2年生の）アンケート ・教員（小学校）アンケート
・教員（中学校）アンケート

⚫ 児童（小学校５〜６年生） ⚫ 教員（小学校）

⚫ 実態調査アンケートの実施

学校名 対象者 回答数 回答率

A小学校 170 82 48%

B小学校 197 162 82%

C小学校 202 89 44%

D小学校 192 157 81%

E小学校 305 258 84%

F小学校 278 174 62%

G小学校 281 152 54%

H小学校 243 110 45%

I小学校 276 248 89%

合計 2,054 1,432 69%

別紙｜集計結果参照 別紙｜集計結果参照

• スポーツおよび文化活動の実施状況（クラブ活動含む）
• 参加している活動の頻度
• 中学生になったらクラブ活動等はどうするか
• 地域クラブ移行に関する期待懸念

など

• 休日の学校部活動の段階的な地域展開について
• 地域クラブ移行に関する期待および懸念
• これからの学校部活動や休日の地域クラブへの関わり方
• 部活動の地域クラブ展開についてのご意見

など

学校名 対象者 回答数 回答率

A小学校 36 21 58%

B小学校 39 22 56%

C小学校 35 26 74%

D小学校 32 7 21%

E小学校 51 37 72%

F小学校 47 32 68%

G小学校 49 28 57%

H小学校 38 9 23%

I小学校 47 30 63%

合計 374 212 56%
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜ 生徒（中学生）対象アンケート

521

515

181

422

448

145

266

329

98

330

194

225

166

282

202

131

29

0 100 200 300 400 500 600

好きな（興味のある）活動ができている

交友関係が広がっていること

専門的な指導が受けられる

技術が上達している(上手になっている）

体力がついている

大会等でよい成績を得られている（試合に勝った、賞をとった）

活動に関する知識や経験が身についている

チームワークや協調性が身についている

リーダーシップが身についている

挨拶などの礼儀作法が身についている

規則正しい生活習慣が身についている

精神面が成長している（忍耐力がついているなど）

高校などの進路選択につながりそうである

学校生活が充実している

学校の先生との交流ができる

授業や勉強へのやる気につながっている

特にない

現在、文化・スポーツ活動の取り組みをしていますか

n= 1,396

学校部活動に入部して良かったと感じることはどのようなことですか（複数選択可）

n= 719［学校部活動のみに所属している］生徒の回答

719, 51%

192, 14%

210, 15%

275, 20%

学校部活動のみに所属している

各種スクール・習い事のみに所属している

学校部活動と各種スクール・習い事に所属している

何もしていない・何にも所属していない

生徒にとって学校部活動に所属することの価値は、専門的指導や
大会成績よりも、個人の興味や基礎的な体力を満たすことや、自身
の交友関係を広げることが優先順位が高くなることから、地域クラ
ブ活動においても運営の重要な要素となる。
一方で、教育的効果の関連要素も一定の割合で選択をされているた
め配慮や検討が必要である。



61© Sports Data Bank Group

令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜ 生徒（中学生）対象アンケート

所属する学校部活動の「休日」の活動について日数や時間をど
う思っていますか

146, 20%

176, 25%
397, 55%

多い 少ない ちょうど良い

n= 719［学校部活動のみに所属している］生徒の回答

「休日」の理想的な練習日数(週当たり)を教えてください

n=719［学校部活動のみに所属している］生徒の回答

505, 70%

214, 30%

1日以上 休日は活動しない

部活動に所属する生徒の半数以上（80％）が現在の学校部活動における休日の活動日
数・時間を「ちょうど良い」「少ない」と考えており、理想の活動日数も「1日以上」と
回答する割合が多い（70％）ため、地域展開後においても現在と同等の活動機会を維
持・確保することが優先であるといえる。
一方で、学校部活動の活動日数・時間が「多い」と感じている生徒も一定の割合
（20％）でおり、「休日は活動しない」ことが理想と回答する生徒（30％）が地域展開
後に地域クラブに『参加しない選択肢』も想定しておくことが必要である。
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜ 生徒（中学生）対象アンケート

あなたが地域クラブに期待することを教えてください（複数回答可） n= 719

［学校部活動のみに所属している］生徒の回答

350
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91
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0 50 100 150 200 250 300 350

希望する活動ができる

学校部活動にない活動がある

専門的な指導が受けられるようになる

勝利や賞の獲得を目指す活動ができる

勝敗や入賞にこだわらない気軽に楽しめる活動ができる

一種目だけではなく、複数の活動ができる

友達と一緒に活動ができる

交友関係が広がる

体力が身につく

活動に関する知識や経験が身につく

チームワークや協調性が身につく

リーダーシップが身につく

挨拶などの礼儀作法が身につく

規則正しい生活習慣が身につく

精神面が成長する（忍耐力がつくなど）

高校などの進路選択につながる

授業や勉強へのやる気につながる

特にない

その他

生徒が地域クラブに期待することは、学校部活動の意義と同様に、専門的指導や大会成績よりも、個
人の興味や基礎的な体力を満たすことや、自身の交友関係を広げることが優先順位が高くなることか
ら、地域クラブ活動においても運営の重要な要素となる。
一方で、専門的な指導や大会成績、学校部活動にない活動への参加を期待や、学校部活動と同じく教
育的効果の関連要素を選択する生徒も一定存在するため、生徒の多様なニーズへの対応を検討する必
要がある。
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜保護者（中学生）対象アンケート

あなたが地域クラブに期待することを教えてください（複数回答可） n= 130

［学校部活動のみに所属している］保護者の回答

37
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子どもが希望する活動ができる

学校部活動にない活動ができる

専門的な指導が受けられるようになる

勝利や賞の獲得を目指す活動になる

勝敗や入賞にこだわらない気軽に楽しめるようになる

一種目だけではなく、複数の活動ができるようになる

友だちと一緒に活動ができる

子どもの交友関係が広がる

体力が身につく

活動に関する知識や経験が身につく

チームワークや協調性が身につく

リーダーシップが身につく

挨拶などの礼儀作法が身につく

規則正しい生活習慣が身につく

精神面が成長する（忍耐力が身につくなど）

高校などの進路選択につながる

授業や勉強へのやる気につながる

教員の負担軽減になる

特にない

保護者が地域クラブに期待することは、「教員の負担軽減になる」ことである。一方で、専門的指導
を期待する割合が多くなっており、自身の交友関係を広げることが優先順位が高い生徒とギャップがあ
る。
また、教育的効果の関連要素を選択する保護者が一定存在する点については、生徒の回答と同様の意識
であるといえる。
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜保護者（中学生）対象アンケート

休日の学校部活動を地域クラブに移行する際の費用負担について、あなたの考えに近いもの教えてください

n= 130［学校部活動のみに所属している］保護者の回答 n= 34［各種スクール・習い事のみに所属している］保護者の回答

n= 38［学校部活動と各種スクール・習い事に所属している］保護者の回答 n= 18［何もしていない・何にも所属していない］保護者の回答

99, 76%

19, 15%

12, 9%

理解できる

理解できない

その他 32, 94%

2, 6%

理解できる

理解できない

その他

35, 92%

3, 8%

理解できる

理解できない
14, 78%

3, 17%

1, 5%

理解できる

理解できない

その他

費用負担については、どの属性に関わらず「理解する」という割合が最も多くなっている。
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜保護者（中学生）対象アンケート

今後休日の学校部活動を段階的に地域クラブに展開していくことをご存じですか

n= 130［学校部活動のみに所属している］保護者の回答 n= 34［各種スクール・習い事のみに所属している］保護者の回答

n= 38［学校部活動と各種スクール・習い事に所属している］保護者の回答 n= 18［何もしていない・何にも所属していない］保護者の回答

43, 33%

41, 32%

46, 35%

知っている

少し知っている

知らなかった

15, 44%

10, 29%

9, 27%
知っている

少し知っている

知らなかった

16, 42%

10, 26%

12, 32%
知っている

少し知っている

知らなかった

2, 11%

7, 39%
9, 50%

知っている

少し知っている

知らなかった

部活動の地域展開については、合計で「知っている（35％）」「少し知っている（31％）」「知ら
なかった（34％）」の順の割合となっている。
今後は、積極的に周知や情報提供を図っていくことが重要であるといえる。
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜教職員（中学校）対象アンケート

顧問を務める学校部活動の経験や専門性はありますか 学校部活動は負担に感じていますかn= 98 n= 98

どのようなことが負担になっていますか(複数選択可) n=83「負担」「どちらかといえば負担」の回答者のみ

52
63

77
37

67
56

42
34

8
49

1
1
1
1
1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

授業準備や教材研究の時間が十分に取れない

平日の勤務時間外の部活動指導

休日の勤務時間外の部活動指導

部員の生徒指導、生活指導

大会運営や引率

自分の時間が取れない

専門的な技術指導

保護者との関係

地域との関係

部活動に関わる周辺業務（練習場所の確保、スケジュール管理、連絡調整など）

ユニフォームやゼッケンの注文等

指導というほどの指導はないが、一つでも減らせるものがないという負担感がある

外部コーチとの連携

家族時間が取れず、家庭（自分以外）に迷惑をかけている

その他

27, 27%

30, 31%

41, 42%

顧問を務める学校部活動の自主的な活動経験

があり、技術指導に自信がある

顧問を務める学校部活動の自主的な活動経験

はあるが、技術指導に自信がない

顧問を務める学校部活動の自主的な活動経験

はない

52, 53%31, 32%

6, 6%
9, 9%

負担

どちらかといえば負担

どちらかといえば負担ではない

負担ではない

教員の約8割が学校部活動が「負担・どちらかといえば負担」と捉えている。その背景には、勤務時間
外の勤務、大会運営や引率、自身の時間が取れなくなること、事務的業務などが要因になっていること
が明らかになった。
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜教職員（中学校）対象アンケート

教職員（中学校）41%が平日の部活動や休日の地域クラブ活動に「関わりたくない」と回答。またの
23%が地域クラブに「携わりたい」「できる範囲で関わっても良い」と回答している。本人の希望が
ある場合には兼職兼業による地域指導者としての活動環境を確保する必要がある。また、地域展開へ
の認知の割合も多く、教員の関心度が高いことが伺える。

これからの学校部活動や休日の地域クラブへの関わり方とし
て、あなたの考えに近いものを教えてください

n= 108

79, 73%

28, 26%

1, 1%

知っている

少し知っている

知らなかった

今後、休日の学校部活動を段階的に地域クラブに展開してい
くことをご存じですか

11, 9%

17, 14%

16, 13%

19, 16%

49, 41%

8, 7%

平日は学校部活動の顧問として関わる他に、休日は兼職兼業等の制度を活用して指導者として地域クラブに関わりたい

学校部活動の顧問として関わる他に、休日はできる範囲で地域クラブに関わってもよい

平日は学校部活動の顧問として関わり、休日は地域クラブ活動にはできれば関わりたくない

平日は学校部活動の顧問として関わり、休日は地域クラブ活動には関わりたくない

今後、平日の学校部活動や休日の地域クラブ活動には関わりたくない

その他

n= 108
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令和7年度実証事業の進捗状況

⚫ 実態調査アンケートの実施｜教職員（小学校）対象アンケート

これからの学校部活動や休日の地域クラブへの関わり方とし
て、あなたの考えに近いものを教えてください

n= 212

133, 
63%

64, 30%

15, 7%

知っている

少し知っている

知らなかった

今後、休日の学校部活動を段階的に地域クラブに展開してい
くことをご存じですか

7, 3%

41, 19%

153, 70%

18, 8%

休日は兼職兼業等の制度を活用して、指導者として地域クラブに関わりたい

休日はできる範囲で地域クラブに関わっても良い

休日は地域クラブ活動には関わりたくない

その他

n= 212

教職員（小学校）の22%が地域クラブに「携わりたい」「できる範囲で関わっても良い」と回答
している。本人の希望がある場合には、中学校教職員と同様に兼職兼業による地域指導者としての
活動環境を確保する必要がある。



部活動地域展開に関する事例
〜新潟県長岡市の取り組み〜

人口：256,775人
中学校数：27校
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新潟県長岡市（長岡市が目指すジュニア活動環境）
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新潟県長岡市（長岡市が目指すジュニア活動環境）
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新潟県長岡市

※学校部活動は令和７年度途中まで
現状の形で実施します。おおむね夏

休み明けの９月より、休日の部活 動
のみ地域クラブ活動に移行します。

※令和８年度以降も、当面の間（部
活動の扱いが新学習指導要領で 明確
になるまで）は平日の学校部活動は

継続する予定です。

地域クラブ活動スケジュール

地域クラブ活動のイメージ
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各種伴奏支援、
運営体制検討、

システム導入支援 など

新潟県長岡市（運営主体・管理団体の支援）

長岡市

長岡市（市民協働推進部）

管理主体

長岡市教育委員会（教育部）

ｚ

運営主体

連携 （公財）長岡市スポーツ協会 スポーツデータバンク（株）委託

業務支援（伴奏・制度設計支援）

構想・制度の設計、移行業務の統括、
検討委員会の運営、活動エリアの調整、
案内作成、指導者講習、業務使用作成など

申込受付、保険加入、
参加料管理、税申告、
指導者報酬支払い など

支援団体

ｚ（公財）
長岡市スポーツ協会

ｚ（公財）
長岡市芸術文化振興財団

連携

活動団体

支援・連携

クラブの活動把握、
指導者調整・育成

コンプライアンス など

地域
クラブ

地域
クラブ

地域
クラブ

⚫ 地域クラブ活動の推進体制

練習計画、会場確保、
出欠確認、活動実績報告 など

ながスポ！
人材バンク

設置・運用

地域
クラブ

• 人材登録・管理

• 活動実績管理

• 報酬支払管理 等

• 予約管理

• 決済管理

• 物販管理 等

会員管理

API

指導者管理

効率的運営を支援するシステム導入支援

PICK UP

地域クラブ活動の実施体制の整備を進め
るにあたり、実施体制において役割を担う
長岡市、長岡市教育委員会、（公財）長岡
市スポーツ協会及び（公財）長岡市芸術文
化振興財団の4者の連携協力について「長岡
市地域クラブ活動の推進に関する協定」を
締結した。

４者協定の締結（令和6年７月）

※長岡市ホームページより抜粋
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新潟県長岡市（地域理解への取り組み）
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沖縄県における部活動地域展開に関する取り組み

指導者研修について
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部活動地域連携・地域移行に関する取り組み（宜野座村）
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部活動地域連携・地域移行に関する取り組み
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部活動地域連携・地域移行に関する取り組み
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